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▲⑥少数民族エデ族歓迎の演奏（バンメトート市）

平
成
２２
年
１２
月
１６
日
〜
２３
日
に
区
の
国
際
協
力
事
業
「
ち
よ
だ
地
球
市
民
ツ
ア
ー
」
の
参
加

者
１２
名
が
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
現
地
で
の
貴
重
な
体
験
を
、
広
く
区
内

に
住
み
・
学
び
・
働
く
方
々
と
共
有
す
る
た
め
に
、
ち
よ
だ
地
球
市
民
ツ
ア
ー
の
活
動
内
容
・
現

地
の
様
子
と
１２
名
の
体
験
談
を
報
告
し
ま
す（
体
験
談
は
８
面
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

問
合
せ
　

国
際
平
和
・
男
女
平
等
人
権
課
1
５
２
１
１
―
４
１
６
５

実
施
期
間

平
成
22
年
12
月
16
日
〜

23
日（
７
泊
８
日
）

訪
問
先

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国（
バ
ン
メ
ト
ー
ト
市
・
ク
チ
・

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）＝
地
図

※
現
地
で
の
出
来
事
や
体
験
談
の
全

文
な
ど
詳
し
く
は
、
３
月
に
発
行

す
る
「
ベ
ト
ナ
ム
国
際
協
力
体
験

事
業
報
告
書
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容

ク
チ
ト
ン
ネ
ル
＝
８
面
写
真

⑨
、
武
器
展
示
館
、
歴
史
博
物
館

な
ど
の
見
学

■
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

日
程

12
月
21
日
〜
22
日

内
容

ヴ
ィ
ン
・
ギ
エ
ム
寺
、
戦
争

証
跡
博
物
館
、
中
央
郵
便
局
、
サ

イ
ゴ
ン
大
教
会
＝
８
面
写
真
⑧
＝

の
見
学
／
ド
ン
ズ
ー
日
本
語
学
校

訪
問
、
授
業
見
学
、
留
学
生
コ
ー

ス
学
生
と
の
交
流
、
ベ
ト
ナ
ム
伝

統
舞
踊
の
鑑
賞
、
寮
生
と
の
交

流
／
統
一
会
堂
、
歴
史
博
物
館
、

ベ
ン
ダ
ン
市
場
の
見
学

※
現
地
滞
在
中
（
12
月
17
日
〜
22
日
）

は
体
験
後
に
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
等

に
到
着
し
て
か
ら
、
当
日
の
体
験

を
振
り
返
り
、
気
づ
い
た
こ
と
や

学
ん
だ
こ
と
を
共
有
す
る
た
め
に

「
振
り
返
り
の
会
」
を
開
き
ま
し

た
＝
写
真
③

■
バ
ン
メ
ト
ー
ト
市

日
程

12
月
17
日
〜
19
日

内
容

市
内
市
場
の
見
学
＝
８
面
写

真
⑦
、
市
場
価
格
調
査
／
市
内
農

家
の
見
学
＝
写
真
②
、
農
業
収
穫

体
験
＝
写
真
⑤
／
少
数
民
族
エ
デ

族
を
訪
問
・
交
流
＝
写
真
④
⑥
／

民
族
資
料
館
見
学
／
有
機
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
見
学
、
現
地
住
民
と

の
交
流

■
ク
チ

日
程

12
月
20
日

ベトナムでの体験を報告
ちよだ地球市民ツアー

ち
よ
だ
地
球
市
民
ツ
ア
ー

現
地
で
の
体
験
内
容

中
島
愛
美
さ
ん（
区
内
在
学
／
高
校

生
）ち

よ
だ
地
球
市

民
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
、
国
際
協
力
は
支
援
さ
れ
る

側
の
目
線
に
立
ち
、
相
手
が
本
当

に
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を
与
え

ら
れ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地

の
方
の
話
を
聞
き
、
現
地
で
学
ぶ

こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
忘
れ

ず
、
将
来
に
い
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

加
藤
玲
奈
さ
ん
（
区
内
在
住
／
社

会
人
）

何
度
か
ベ
ト
ナ

ム
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で
よ
り

ベ
ト
ナ
ム
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
社
会
主
義
と
い
う
政

治
体
制
と
戦
争
の
歴
史
と
傷
跡
が

人
々
に
与
え
る
影
響
を
痛
感
し
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
で
の
経
験
を
い
か

し
、
物
事
の
背
景
を
考
え
な
が
ら

今
後
も
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

酒
井
嶺
さ
ん（
区
内
在
住
／
高
校

生
）私

は
今
回
の
事

業
を
通
し
て
、
本

当
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

実
際
に
国
際
協
力
の
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
方
の
大
き
な
夢
を
聞
き
、

国
際
協
力
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ

と
を
自
分
の
目
で
見
て
、
現
地
で
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
と
向
き
合
い
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、

こ
の
一
週
間
は
私
に
と
っ
て
生
涯
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
将
来
ど
の
よ
う
な
形
で
も
国
際

協
力
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

橋
本
真
梨
子
さ
ん（
区
内
在
学
／

高
校
生
）

将
来
私
は
、
国

際
的
に
活
動
す
る

人
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
す
。
現
地
で
活
動
し
て
い
る

日
本
人
の
方
と
接
し
た
り
、
現
地

の
方
々
と
交
流
し
た
り
し
て
、
そ

の
夢
へ
の
思
い
が
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
。
実
際
に
足
を
運
ん
で
、

肌
で
感
じ
た
り
す
る
と
、
全
く
違

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
回
の

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
本
当
に
貴

重
な
経
験
と
な
り
、
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

支
援
さ
れ
る
側
の
目
線
で
国
際
協
力
を

クチ 

ホーチミン市 ホーチミン市 

ベトナム 
社会主義社会主義 
共和国共和国 

ベトナム 
社会主義 
共和国 

カンボジア 

ラ
オ
ス
 

タ
イ
 

中国 

クチ 
バンメトート市 バンメトート市 

▲①バイクが行き通う中心市街地の様子（ホーチミン市）

▲④少数民族エデ族の水源（バンメトート市） ▲③振り返りの会

▲②農家の見学（バンメトート市）

⑤農業収穫体験（バンメトート市）

ベ
ト
ナ
ム
は
長
い
歴
史
の
中
で
、

中
国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
支
配
下
に

置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

街
に
は
漢
字
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
見

受
け
ら
れ
た
り
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内

の
街
並
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代

の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

食
文
化
で
は
、
コ
メ
を
中
心
と
し

た
料
理
が
多
く
、
コ
ー
ヒ
ー
や
フ
ラ

ン
ス
パ
ン
な
ど
も
よ
く
食
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
し
て
、
日
本
企
業
の
オ
ー
ト

バ
イ
が
ベ
ト
ナ
ム
国
民
か
ら
強
い
支

持
を
受
け
て
い
ま
し
た
＝
写
真
①

現
地
で
感
じ
た
ベ
ト
ナ
ム
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今
年
も
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
猛
暑
の
影

響
で
、
今
年
の
花
粉
の
飛
散
量
は

過
去
１０
年
の
平
均
と
比
べ
て
１
〜

２
倍
、
ま
た
飛
散
量
が
少
な
か
っ

た
昨
年
と
比
べ
る
と
約
５
倍
に
も

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛

散
開
始
時
期
は
２
月
上
旬
〜
中
旬

で
す
。

花
粉
症
は
花
粉
が
原
因
で
あ
る

た
め
、
花
粉
を
吸
い
込
ま
な
け
れ

ば
症
状
は
で
ま
せ
ん
。
つ
ら
い
症

状
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
花
粉

を
で
き
る
だ
け
避
け
る
た
め
の
工

夫
や
注
意
が
大
切
で
す
。

■
花
粉
症
の
主
な
対
策

①
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

気
象
情
報
・
花
粉
情
報
を
手
に

入
れ
る
。
花
粉
の
飛
散
量
が

多
い
要
注
意
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
晴
れ
ま
た
は
曇
り
の
気
温
が
高

い
日

・
乾
燥
し
て
い
る
日

・
や
や
強
い
南
風
が
吹
き
、
そ
の

後
北
風
に
変
化
し
た
日

・
雨
上
が
り
の
翌
日

②
花
粉
の
飛
散
量
の
多
い
日
は
外

出
を
控
え
る
。

③
外
出
時
は
、
帽
子
・
マ
ス
ク
・

メ
ガ
ネ
や
ゴ
ー
グ
ル
・
マ
フ
ラ

ー
を
身
に
つ
け
、
コ
ー
ト
も
花

粉
が
付
着
し
に
く
い
ツ
ル
ツ
ル

し
た
素
材
を
選
ぶ
。

④
帰
宅
し
た
際
は
、
衣
服
や
髪
の

毛
に
つ
い
た
花
粉
を
よ
く
払
い

花
粉
症
の
対
策
を

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
発
行
・

交
付
す
る
際
の
本
人
確
認
方
法
を
一

部
変
更
し
、
カ
ー
ド
を
即
日
交
付
で

き
る
の
は
次
の
場
合
と
な
り
ま
し

た
。

即
日
交
付
の
要
件

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
運
転
免
許
証
が

あ
り
、
登
録
さ
れ
た
２
つ
の
暗
証

番
号
が
正
確
に
入
力
で
き
た
場
合

・
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障
害

者
手
帳
、療
育
手
帳（
愛
の
手
帳
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
１
点
と
他
の
確
認
書
類
１

点（
保
険
者
証
等
）の
２
点
を
確
認

で
き
た
場
合

な
お
、
こ
れ
以
外
の
場
合
は
、
照

会
文
書
発
送
・
確
認
を
経
て
、
後
日

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.citychiyoda.lg.jp

）

ま
た
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
住
民
記
録
担

当
　
　
1
５
２
１
１
―
４
２
０
０

区
は
、
皆
さ
ん
が
区
政
に
つ
い
て

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
意
見
な

ど
を
広
く
聴
き
、
区
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▼
区
政
モ
ニ
タ
ー

活
動
内
容

①
区
政
に
対
す
る
意

見
・
要
望
・
提
案
等
の
提
出（
随

時
受
付
）②
区
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
回
答（
年
５
回
程

度
）な
ど

※
謝
礼
の
対
象
は
②
の
み

▼
広
報
モ
ニ
タ
ー

活
動
内
容

広
報
紙
「
広
報
千
代

田
」、
ビ
デ
オ
広
報
「
わ
が
ま
ち

千
代
田
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
回
答
（
年
６
回
程
度
）

―
い
ず
れ
も
―

対
象

２０
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
、
区
政
モ
ニ
タ
ー

（
封
書
モ
ニ
タ
ー
）３０
名
・
同（
Ｅ
メ

ー
ル
モ
ニ
タ
ー
）８０
名
／
広
報
モ
ニ

タ
ー
３０
名
（
い
ず
れ
も
選
考
・
初

め
て
の
方
を
優
先
）

任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

謝
礼

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
１
回
に

つ
き
５００
円（
図
書
カ
ー
ド
）

申
込
み

３
月
４
日
（金）
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
７
面
参
照
）

に
職
業
・
性
別
・
応
募
の
動
機

（
１２０
字
程
度
）
と
「
区
政
モ
ニ
タ

ー
（
封
書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
）」

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
の
別
を
記
入

し
、
広
報
広
聴
課
（
〒
１０２
―
８６８８
九

段
南
１
―
２
―
１
1
５
２
１
１

―
４
１
７
４
6
３
２
３
９
―

８
６
０
４
○m

on
itor@

city
.

chiyoda.tokyo.jp

）へ
。

※
区
政
モ
ニ
タ
ー
で
Ｅ
メ
ー
ル
モ
ニ

タ
ー
を
希
望
す
る
方
は
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｅ

メ
ー
ル
の
送
受
信
や
フ
ァ
イ
ル
の

添
付
な
ど
、
基
本
操
作
の
で
き
る

方
に
限
り
ま
す
。

健
　
康
　
通
　
信

落
と
し
、
室
内
に
花
粉
を
持
ち
込

ま
な
い
。
ペ
ッ
ト
の
花
粉
も
よ
く

落
と
す
。

⑤
こ
ま
め
に
う
が
い
・
手
洗
い
・
洗

顔
を
す
る
。

⑥
花
粉
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
ド
ア

や
窓
を
閉
め
る
。

⑦
洗
濯
物
は
、
で
き
る
だ
け
室
内
に

干
す
。
布
団
も
布
団
乾
燥
機
な
ど

を
使
用
す
る
な
ど
、
な
る
べ
く
屋

外
に
出
さ
ず
、
屋
外
に
出
し
た
時

は
掃
除
機
を
か
け
て
花
粉
を
よ
く

落
と
す
。

⑧
気
を
つ
け
て
い
て
も
室
内
に
か
な

り
の
花
粉
が
侵
入
す
る
の
で
、
こ

ま
め
に
掃
除
を
す
る
。
掃
除
の
際

は
、
ぬ
れ
雑
巾

ぞ
う
き
ん

や
モ
ッ
プ
で
拭ふ

く

の
も
効
果
的
で
す
。

現
在
花
粉
症
で
な
い
人
で
も
、
花

粉
を
吸
い
続
け
て
い
る
と
花
粉
症
を

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
花

粉
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
一
番
の
予

防
法
は
、
花
粉
を
体
内
に
取
り
込
ま

な
い
こ
と
で
す
。
花
粉
症
で
な
く
て

も
、
早
い
時
期
か
ら
予
防
を
は
じ
め

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

千
代
田
保
健
所
健
康
推
進

課
　
　
1
５
２
１
１
―
８
１
７
３

区
政
モ
ニ
タ
ー
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
交
通
規
制
を
実
施

当
日
は
レ
ー
ス
の
た
め
区
内
で
長

時
間
の
交
通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す

（
左
図
表
）。
ま
た
、
歩
道
も
通
行
が

一
部
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、
う
回
路

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

1
５
３
２
０
―
７
４
８
３

http://w
w
w
.tokyo42195.org/

▼
沿
道
で
は
イ
ベ
ン
ト
も

区
内
各
所
で
次
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

・
東
京
区
政
会
館
前
（
飯
田
橋
３
―

５
―
１
）
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

吹
奏
楽
（
九
段
中
等
教
育
学
校
の

生
徒
）、
和
太
鼓
演
奏
（
富
士
見

小
学
校
の
児
童
）

・
住
友
不
動
産
九
段
ビ
ル
前
（
九
段

北
１
―
８
―
１０
）
９
時
３５
分
〜
１０

時
３５
分

か
っ
ぽ
れ
（
九
段
一
丁
目
町
会
）、

エ
イ
サ
ー

・
千
代
田
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
西
館
前

（
西
神
田
３
―
５
―
３
）９
時
３５
分

〜
１０
時
３５
分

チ
ア
ダ
ン
ス
ほ
か

・
一
ツ
橋
総
合
ビ
ル
前（
一
ツ
橋
１
―

２
―
２
）９
時
３５
分
〜
１０
時
５０
分

よ
さ
こ
い
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ほ
か

・
皇
居
外
苑（
皇
居
外
苑
２
）９
時
３０

分
〜
１０
時
５０
分

応
援
演
奏（
皇
宮
警
察
音
楽
隊
）

・
日
比
谷
公
園（
日
比
谷
公
園
１
）

９
時
〜
１４
時

１０
km
コ
ー
ス
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会

場
で
の
表
彰
式
、
ダ
ン
ス（
都
立

高
校
生
）、
屋
台
村（
群
馬
県
嬬
恋

村
や
神
奈
川
県
三
浦
市
の
出
店

等
）ほ
か

問
合
せ

東
京
大
マ
ラ
ソ
ン
祭
り
事

務
局
　
1
５
３
８
８
―
２
１
９
８

http://w
w
w
.tokyo42195festa.

com
/
２月２７日（日）

東京マラソン２０１１

交通規制にご協力を

区間（コース）

▼東京マラソン2011の開催に伴う区内の交通規制　
○一般道路

○首都高速道路出入口

道路名（通称名を含む） 規制時間

市谷見附 飯 田 橋 外堀通り

※⇔両方向とも車両の通行はできません。⇒ 矢印方向の車両の通行はできません。
※コースと接続している道路も車両の通行はできません（コース直近の区間のみ）。
※晴海通り（数寄屋橋→祝田橋）、昭和通りの立体交差は、原付・自転車の通行ができま
　せん。
※規制時間は目安であり、当日の競技状況等によって変わる場合があります。
※自転車・歩行者のコースの横断が規制されます。歩行者は、歩道橋・地下鉄出入口等
　をご利用ください。

目白通り、専大通り等

８時４５分～１１時００分

８時４０分～１１時２０分

８時５５分～１１時３０分
８時５５分～１３時０５分

９時２５分～１５時０５分

内堀通り、晴海通り
日比谷通り

晴海通り

飯 田 橋 竹 橋

竹 橋 日 比 谷

日 比 谷 御 成 門
日 比 谷 銀 座 ４

⇔

⇔

⇒
⇔

首都高速道路 規制時間

飯 田 橋 出 口

西 神 田 入 口

西 神 田 出 口

５号池袋線（上り）

５号池袋線（上り）

５号池袋線（下り）
８時４０分～１１時２０分

⇒

平
成
２３
年
度

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
時
の

本
人
確
認
方
法
を
一
部
変
更

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る

「
情
報
商
材
」
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。「
確
実
に
儲も

う

か
る
と
い
う
広

告
を
見
て
購
入
し
た
が
収
入
に
な

ら
な
い
」「
広
告
に
返
金
保
証
と
書

い
て
あ
る
が
返
金
さ
れ
な
い
」
な

ど
、
商
品
の
内
容
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
目
立
ち
ま
す
。

※
情
報
商
材
と
は
、
主
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
で
売
買

さ
れ
る
一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
情
報
や
自
分
の
経

験
談
に
基
づ
く
情
報
を
指
し
ま

す
。

事
例
①

「
○
○
す
る
だ
け
で
毎

日
１
万
円
を
稼
ぐ
方
法
」
と
い

う
広
告
を
見
つ
け
た
。
必
ず
報

酬
が
あ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い

た
の
で
購
入
し
た
。
後
日
、
情

報
商
材
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

指
示
通
り
に
仕
事
を
行
っ
た
が

報
酬
が
も
ら
え
な
か
っ
た
。

事
例
②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
指
示
さ
れ
た
作
業
を
す
る
だ

け
で
１００
％
確
実
に
収
入
が
得
ら

れ
る
」
と
い
う
情
報
商
材
を
見

つ
け
た
。
返
金
保
証
が
あ
っ
た

の
で
、
作
業
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
き
は
返
金
さ
れ
る
と
思
い

購
入
し
た
。
そ
の
後
、
実
現
不

可
能
な
内
容
だ
と
わ
か
り
、
返

金
を
求
め
た
が
「
返
金
保
証
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
、
や

り
方
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
た
。

■
広
告
や
表
示
に
は
注
意
を

利
益
や
効
果
が
確
実
で
あ
る
か

の
よ
う
な
表
示
が
み
ら
れ
ま
す
。

「
必
ず
」「
確
実
に
」
な
ど
、
断
定

的
な
表
現
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
商
品
自
体
に
問
題
が
あ
る
場
合

も購
入
す
る
ま
で
、
情
報
商
材
の

中
身
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
入
手
し

た
情
報
が
考
え
て
い
た
内
容
と
は

異
な
っ
て
い
た
り
、
実
現
不
可
能

だ
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
返
金
保
証
が
あ
っ
て
も
安
易
に

契
約
し
な
い

「
利
益
や
効
果
が
出
な
い
場
合

は
全
額
返
金
」
な
ど
、
誰
で
も
確

実
に
返
金
さ
れ
る
と
い
う
表
示
が

見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
返
金
保
証
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
困
難
だ
っ
た
り
、
条
件
に
あ

っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
た

り
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
は
通
信
販
売
の
た

め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
の
記
載

が
な
け
れ
ば
、
８
日
以
内
な
ら

返
品
が
で
き
ま
す
が
、
記
載
が

あ
れ
ば「
返
品
に
関
す
る
特
約
」

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
易
に
契
約
せ
ず
、
慎
重
に
検

討
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も
疑

問
が
あ
れ
ば
、
契
約
を
見
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
５
２
１
１
―
４
３
１
４

「
絶
対
儲
か
る
」「
返
金
保
証
」
と
う
た
う
情
報
商
材
に
注
意

　千代田区2010

消費生活センター
イメージキャラクター
「キッくん」
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広　　告

区
が
決
定
す
る
２
つ
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
計
画
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
案
は
、
地
図
に
示

す
区
域
に
定
め
る
地
区
計
画
で
、
風

俗
営
業
の
規
制
や
建
物
高
さ
、
壁
面

後
退
の
ル
ー
ル
等
を
定
め
る
と
と
も

に
、
建
替
え
や
住
宅
建
設
を
誘
導
す

る
も
の
で
す
。
区
民
や
利
害
関
係
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
案
の
種
類
・
名
称

①
東
京
都
市
計
画
内
神
田
一
丁
目
地

区
地
区
計
画
の
決
定

②
東
京
都
市
計
画
内
神
田
二
丁
目
地

区
地
区
計
画
の
決
定

縦
覧
・
意
見
書
提
出
の
期
間

２
月

７
日
（月）
〜
２
月
２１
日
（月）
８
時
３０

分
〜
１７
時
１５
分（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画

主
査（
区
役
所
５
階
）

意
見
書
の
提
出
方
法

郵
送（
消
印

有
効
）ま
た
は
直
接
都
市
計
画
課

都
市
計
画
主
査（
〒
１０２
―
８６８８
九
段

南
１
―
２
―
１
区
役
所
５
階
1

５
２
１
１
―
３
６
１
０
）へ
。

■
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の

縦
覧
・
閲
覧

「
紀
尾
井
町
南
地
区
開
発
事
業
」

は
、
紀
尾
井
町
に
高
さ
１８０
ｍ
の
オ
フ

ィ
ス
、
ホ
テ
ル
、
店
舗
お
よ
び
高
さ

１００
ｍ
の
住
宅
、
店
舗
棟
を
建
設
す
る

計
画
で
す
。
今
回
、
事
業
者
が
こ
の

計
画
の
実
施
に
あ
た
り
、
環
境
影
響

評
価
の
調
査
・
予
測
や
評
価
手
法
を

記
載
し
た
、
計
画
書
の
縦
覧
・
閲
覧

お
よ
び
意
見
書
の
提
出
を
実
施
し
ま

す
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

２
月
９
日
（水）
〜

１８
日
（金）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

縦
覧
場
所

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

（
区
役
所
５
階
）、
（都）
環
境
局
環
境

都
市
づ
く
り
課
（
都
庁
第
二
本
庁

舎
８
階
）、
（都）
多
摩
環
境
事
務
所

管
理
課
（
立
川
合
同
庁
舎
４
階
）

閲
覧
場
所

町
出
張
所（

町
２

―
８
）、
富
士
見
出
張
所（
富
士
見

１
―
６
―
７
）

■
意
見
書
の
提
出

提
出
期
間

２
月
９
日
（水）
〜
２８
日
（月）

提
出
方
法

事
業
名
・
住
所
・
氏
名

お
よ
び
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
記
載
し
、
郵
送
（
消
印
有

効
）
ま
た
は
直
接
（都）
環
境
都
市

づ
く
り
課
（
〒
１６３
―
８００１
新
宿
区
西

新
宿
２
―
８
―
１
1
５
３
８
８
―

３
４
４
０
）へ
。

東京都では緊急雇用創出事業として、現在離職中の方を対象に都内病院で看護助
手業務を希望する方150名を募集しています。多数の未経験者の方が就業していま
す。是非このチャンスを逃さずご応募下さい！

看護助手のお仕事
未経験者１５０名大募集！！

〈東京都看護補助者雇用促進事業〉

ヒューマンリソシア株式会社
103-6846-0137　担当：藤本

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆
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病
院
の
省
エ
ネ
対
策

区
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量

が
大
き
く
、
多

く
の
方
が
集
ま

る
施
設
を
中
心
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
・
Ｃ
Ｏ
排
出
量
な
ど
の

「
見
え
る
化
」
を
推
進
し
、
施
設
を

訪
れ
る
方
の
省
エ
ネ
意
識
の
啓
発

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
三
井
記
念
病
院（
神
田
和

泉
町
１
）で
、
区
の
助
成
を
受
け
、

病
院
と
し
て
初
め
て
「
見
え
る
化
」

表
示
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

待
合
室
に
設
置
さ
れ
た
２
台
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
＝
写
真
＝
に
は
、

天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
ガ
ス
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム（
ガ
ス

を
使
っ
て
電
気
と
熱
を
取
り
出
し
、

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
）で
発
電
し
た

電
気
や
給
湯
を
複
数
の
建
物
で
融

通
し
あ
う
「
面
的
利
用
」
に
よ
る

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
効
果
が
わ
か
り

や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
表
示
シ
ス
テ
ム

は
、
昨
年
移
転
し
た
新
し
い
千
代

田
保
健
所
や
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ

タ
ワ
ー
の
前
な
ど
に
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
６
　

三
井
記
念
病
院
の
Ｃ
Ｏ
排
出
量
の「
見
え
る
化
」

２

２

内
神
田
一
丁
目
地
区
お
よ
び
二
丁
目
地
区

地
区
計
画
案
の
縦
覧

「
紀
尾
井
町
南
地
区
開
発
事
業
」

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の
縦
覧
・
閲
覧

さ
く
ら
美
守
り
隊
は
、
区
の
さ

く
ら
祭
り
期
間
中
、
千
鳥
ケ
淵
緑

道
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
ゴ
ミ
清
掃

な
ど
の
美
化
活
動
や
さ
く
ら
基
金

の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

活
動
11
年
目
を
迎
え
た
今
年

は
、
さ
く
ら
美
守
り
隊
の
企
画
・

運
営
に
一
緒
に
参
加
で
き
る
方
を

募
集
す
る
た
め
、
さ
く
ら
美
守
り

隊
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
活
動
内
容
な
ど
を
説
明
す

る
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

２
月
19
日
（土）
13
時
〜

会
場

ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
３
階
Ａ
会
議
室

（
西
神
田
１
―
３
―
４
）

申
込
み

２
月
16
日
（水）
ま

で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル（
７
面
参
照
）で
さ
く

ら
美
守
り
隊
（
ち
よ
だ

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）・
窪
田

1
・
6
３
２
９
５
―
６
４
８
０

○kubo-ta3@
am
ber.plala.

or.jp

）へ
。

さ
く
ら
美
守
り
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

ビ
ル
の
地
下
排
水
槽（
ビ
ル
ピ
ッ

ト
）が
原
因
の
悪
臭（
ビ
ル
ピ
ッ
ト
悪

臭
）が
以
前
か
ら
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
こ
数
年
、
区
に
寄
せ
ら
れ
る

悪
臭
苦
情
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ビ
ル
管
理
者
の
皆
さ
ん
は
、
ビ

ル
ピ
ッ
ト
臭
気
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
策
①
　
排
水
槽
の
水
位
を
下
げ
る

悪
臭（
硫
化
水
素
）の
濃
度
は
、
排

水
槽
に
貯
留
さ
れ
た
水
量
と
時
間
に

比
例
し
ま
す
。
従
っ
て
、
起
動
水
位
、

停
止
水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
排
水
残

量
を
少
な
く
し
、
ま
た
短
い
間
隔
で

排
水
す
る
こ
と
で
、
悪
臭
の
発
生
は

抑
え
ら
れ
ま
す
。

対
策
②
　
タ
イ
マ
ー
を
取
り
付
け
る

対
策
①
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
、

タ
イ
マ
ー
を
取
り
付
け
て
一
定
時
間

（
２
時
間
に
１
回
程
度
）
に
排
水
す

る
。
頻
繁
に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、
排
水
槽
の
汚
れ
が
少
な
く
清

掃
が
楽
に
な
り
ま
す
。

対
策
③
　
定
期
的
な
清
掃
を
行
う

排
水
槽
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ

と
で
、
硫
化
水
素
の
発
生
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
清
掃
頻
度
は
、
年
３
回

以
上
が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
流

槽
や
油
分
が

多
い
排
水
の
場

合
は
、
清
掃
回

数
を
増
や
し

て
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ス

ト
ラ
ッ
プ（
廃

食
油
を
浄
化

す
る
阻
集
器
）

に
つ
い
て
は
、

使
用
日
ご
と

に
捕
集
物
を

除
去
し
、
少

な
く
と
も
１
週
間
に
１
回
は
清
掃
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
公
共
下
水
道
、
排
水
設
備
に
つ
い

て（都）
下
水
道
局
中
部
下
水
道
事
務

所
業
務
課
排
水
設
備
係

1
３
２
７
０
―
８
３
２
２

・
臭
気
苦
情
や
臭
気
測
定
に
つ
い
て

安
全
生
活
課
公
害
指
導
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
４

・
排
水
槽
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ
い

て

千
代
田
保
健
所
生
活
衛
生
課

1
５
２
１
１
―
８
１
６
６

ビルピット臭気防止に
ご協力を

歩道 車道

雨水ます
汚水ます

公共下水道管

排水槽

排水ポンプ

2

本
郷
通
り

外
掘
通
り

内
神
田
中
央
通
り

神田警察通り美土代町

神田橋 鎌倉橋
竜閑橋 東

京
↓

↑
秋
葉
原

↑
秋
葉
原

↑
秋
葉
原

スポーツ
センター

千代田小学校

司町
神
田
駅

①
内
神
田
一
丁
目

　
地
区

②
内
神
田
二
丁
目

　
地
区
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館　　名

所蔵する紙芝居約４００点を、生きた資料として活用するため、各地で活躍してい
る梅田佳声さんによる定期上演会を開催します（１３時～、１４時～、１５時～）。

シアターで「戦病者の苦労」をテーマに証言映像を上映します。企画展
示コーナーでは「武良茂（水木しげる）の人生」を展示しています。

平田郷陽、野口光彦、堀柳女といった創作人形の胎動期に重要な役割を果たし
た作家たちの作品を中心に、現代に至るまでの「人形」の展開を紹介します。

ポラロイドの歴代主要製品のほか、ユニークなデザインのカメラやカラーバリ
エーションモデルなどを、彩り豊かに展示し、その独創性や先進性を紹介。

（５面のつづき）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し ※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

企画展示関連セミナー 
「固有種　ニホンイシガメは今」

新収蔵・収蔵資料展２０１１

大谷コレクション展

宇宙・物質・生命の謎を解く

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

文 部 科 学 省
情 報 ひ ろ ば

日本カメラ博物館

明 治 大 学 博 物 館

東京国立近代美術館
工 芸 館

所蔵作品展「現代の人形～珠玉の
人形コレクション」

栄木正敏のセラミック・デザイン 
―リズム＆ウェーブ

ポラロイド・カメラ展

逓 信 総 合 博 物 館 ～２/２０(日)

～２/１３(日)

初代歌川広重の「名所江戸百景」（平成版初摺り復刻出版）を中心に、佐
竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写絵画などを併せて展示。

スケッチから製品完成までのすべての工程を、一貫して手がける栄木正敏。
作ること、使うことのなかから広がるそのデザイン思考を探ります。

2011年のＮＨＫ大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」世界を紹介します。詳し
くは、博物館のホームページ(http://www.teipark.jp)をご覧ください。

日・祝日千 秋 文 庫 広重の「名所江戸百景」と 
狩野派模写絵画

ＮＨＫ大河ドラマ「江～姫たちの戦
国～」全国巡回展

～４/１３（水）

～３/１３（日）

昭 和 館 紙芝居定期上演会

し ょ う け い 館 定期上映会「戦病者の苦労」

２/２７（日）
（毎月第４日曜）

～３/２７(日)

～３/２５(金)

土・日・
祝日

土・日・
祝日

（常設展示室
は有料）

東京国立近代美術館

～２/２０(日)

収蔵作品の中から、ヴラマンク、キスリング、ギアマンなどのフランス近現代絵画、
竹内栖鳳、橋本雅邦などの日本画や工芸品など、約３０点を展示します。

民話や絵画などで親しまれてきたニホンイシガメは、近年、個体群が絶滅の危機に瀕して
います。淡水ガメの生活史や現状に焦点を当て、淡水ガメ類の保全を紹介します。

ニューオータニ美術館 ～３/１３（日）

２/２１（月）

３/３（木）～４/１７（日）

無料

無料

（宿泊客は無料）
５００円

５００円

1３２３４－７８２１

1３２２２－２５７７

1３２６１－００７５４００円

１１０円 1３２４４－６８２１

1３２６３－７１１０

1３２２１－４１１１

４２０円

２００円

３００円

（ハローダイヤル）
1５７７７－８６００

（ハローダイヤル）
1５７７７－８６００

月※

月※

月※

月

月※

月※

月

「宇宙の始まりビックバンとは？」など、宇宙誕生と進化の謎の紹介
や宇宙の謎を解く装置、物質・生命の謎を解く研究事例を紹介します。

２０１０年度に博物館が新たに収集した資料および関連する収蔵
資料を紹介します。

無料

1３２８３－３５３６

1６７３４－２１７０

無料 1３２９６－４４４８

ず

都は、障害があり所得が一定基
準以下の方を対象に、医療費の助
成を行っています。手続き方法等
詳しくは、お問い合わせください。
対象 次のいずれかに該当する方
①身体障害者手帳１・２級（内部障害
は３級まで）をお持ちの方
②愛の手帳１・２度をお持ちの方
※次の方は対象になりません。
・生活保護を受けている方
・６５歳以上で新規に申請する方
・所得が基準限度額を超える方
・後期高齢医療制度の被保険者で
住民税が課税されている方
助成内容 健康保険証を使って病
院などで診療、投薬などを受けた
とき、または治療用の補装具を作
ったとき、窓口で支払う自己負担
分の一部の助成が受けられます。
※健康保険の適用にならないもの

▲寒中禊（みそぎ）がまん会（神田明神）

高齢者虐待防止講演会
「老後の処方箋」

は対象外です。
問合せ 生活福祉課障害者福祉係

1５２１１－４２１４
6３２６４－０９２７

心身障害者医療費助成制度
（マル障受給者証）

国民年金に任意加入できる期間
に任意加入しなかったことで、障害
基礎年金等を受給していない障害者
を対象にした福祉的措置として「特
別障害給付金制度」があります。
対象
・平成３年３月以前の国民年金任
意加入対象であった学生
・昭和６１年３月以前の国民年金任
意加入対象であった被用者（厚生
年金等の加入者）の配偶者
上記対象者のうち、国民年金に任

意加入していなかった期間内に初診
日（障害の原因となった病気やけが
について、初めて医師の診療を受け
た日）があり、現在障害基礎年金
１・２級相当の障害状態にある方が対
象です。ただし、６５歳に達する日の
前日までにその障害状態に該当し
た方に限られます。

受給額等（平成２２年度）
・障害基礎年金１級相当に該当す
る方＝月額５０,０００円
・障害基礎年金２級相当に該当す
る方＝月額４０,０００円
※受給額は毎年度物価の変動に応
じて改定されます。
※本人が他の年金を受給している
場合や本人の所得によって受給が
調整（停止）される場合があります。
※給付金は請求のあった月の翌月
分からの受給になります。
※受取りは年６回（偶数月）です。
請求先 住所地の区市町村の国民
年金窓口
※対象になる学生の範囲や添付書
類など詳しくは、お問い合わせく
ださい。
問合せ 千代田年金事務所

1３２６５－４３８１

年金を受給していない障害者が対象
「特別障害給付金制度」

心穏やかに、実
りある豊かな老年
期を過ごしたい
と、多くの方が望
んでいます。しか
し、そうした老後
を生きるために
は、それなりの準備が必要です。
今回、ベストセラー「おひとり

さまの老後」の著者の上野千鶴子

さん（東京大学大学院教授）＝写
真＝を講師に迎え、老後を生きる
ための処方について伺います。
とき ３月２日(水)午後６時３０分～午後
８時３０分
会場 区民ホール(区役所１階)
定員 １００名(申込順)
申込み ２月２５日(金)までに電話・
ファクシミリまたはＥメール（７面
参照）で高齢介護課相談係（1

５２１１－４２２１6３２３９－
８６０６ koureikaigo@city.
chiyoda.lg.jp）へ。

区は、満６５歳以上の区内在住
者に４月１日から１年間有効の平
成２３年度「敬老入浴券」を３月下
旬に送る予定です。敬老入浴券
は、区内５か所、区外６か所の公
衆浴場で利用できます。
なお、入浴券の送付希望調査

は行いません。昨年度送った方
には今年度も送付しますが、６５歳
以上で次のいずれかに該当する

方は２月２５日(金)までにご連絡く
ださい。
①平成２２年度は敬老入浴券を希
望しなかったが、平成２３年度
以降は希望する方
②平成２２年度は敬老入浴券を希
望したが、平成２３年度以降は、
希望しない方
問合せ 高齢介護課在宅支援係

1５２１１－４２２０

平成２３年度「敬老入浴券」 今年も３月下旬に送付

障害者就労支援センター 地域交流会
高次脳機能障害のある方の就労支
援～関係者のお話から学ぶこと～
区の障害者就労支援センターは、

障害者就労支援に関するさまざま
なテーマで講演会やイベントを行
っています。今回は、高次脳機能
障害のある方の就労について話し
合います。
とき ２月１９日(土)午後１時３０分～３時
３０分
会場 区役所４階４０２会議室
対象 障害者本人とその家族およ
び関係者・その他関心のある方２０
名（申込順）
内容 「高次脳機能障害者と家族の
会」副代表の太田三枝子さんとジ
ョブコーチの辻田実鈴さん（（株）ス
タッフサービス・ビジネスサポー

ト）を招き、高次脳機能障害のあ
る方が地域でいきいきとした生活
が送れるよう、就労や生活につい
て話し合います。
申込み 前日までに電話・ファクシ
ミリまたはＥメール(７面参照)で
障害者就労支援センター（1

３２６４－２１５３6３２６４－０９２７
chiyoda.syuroushien@swan.

ocn.ne.jp）へ。

岡戸雅樹撮影C

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。



館　　名

アーツ千代田３３３１

相田みつを美術館

出 光 美 術 館

科 学 技 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国立演芸場展示室

感動を呼んだコラボレーションから３年。星野富弘さんの花の詩画集「種蒔きもせ
ず」(偕成社)出版記念原画展として、再び相田みつをとの二人展が実現します。

建設について、実験・体験ワークショップやスタンプラリー・ぬりえ等を通して、
楽しく体験できます。両日とも先着３,５００名にプレゼントがあります。

神田明神を中心とした江戸の四季と名所に関する特別展
示です。常設展示も併設。

外国から来日された国賓・公賓から昭和天皇と香淳皇后
が受け取られた品々を紹介します。

所蔵の写真帖「大日本東京寫眞名所一覧表」より、明治維新後の新旧入り混じ
った「芝区・麻布区・赤坂区」の街並みを写した写真約７０点を展示・紹介します。

大正元年から昭和３０年代までの、衣・食・住など国民の日常生活にかかわりの
ある公文書を「暮らす」「装う」「食べる」など５つのコーナーで紹介します。

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在職
の表彰決議が行われる。戦後に表彰された議員を順次紹介。

義太夫節の語りと三味線、囃子や効果音など、人形浄瑠璃
文楽を構成する「音」に焦点をあてた企画展示を実施。

「マンザイ」は、時代の変遷とともに、その表記や芸の内容が変化してきました。大衆の中で育まれた
「マンザイ」演芸の歩みをたどり、東京の漫才の中から春日三球・照代の資料を中心に紹介します。

琳派の始祖と仰がれる本阿弥光悦や俵屋宗達らは、後世の尾形光琳や酒井抱一らに大きな
影響を与えました。本展の第２部では、抱一の作品を中心に江戸琳派の美を探訪します。

各地から推薦された国内外９名のアーティストが、秋葉原の３３３１を拠点に約1か月の滞在制
作を行い、街とのかかわりなどから多くの発見や刺激を受け、作品へ昇華したグループ展です。

８００円

１，０００円

1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

～５/２３（月）

～２/２７（日）

～３/１８（金）

～３/３０（水） ２/２８

～２/２８

２/２２～
３/２

土・日
・休日

～３/６(日)

２/１１(祝)～３/２１（祝）

２/２５(金)～３/１３（日）

２/１９(土)・２０(日)

～２/１３（日）

～３/１３(日)

～３/２１（祝）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

無料

1５２０８－１０６３無料

無料

無料

1３２５４－０７５３

1６８０３－２４４１

３００円

1３２６５－７０６１無料

1３２６５－７０６１

月

火

国 立 公 文 書 館

特別企画展「星野富弘・相田みつ
を　花の詩画と書の世界」

アーティスト・イン・レジデンス　
滞在制作成果発表「AIR ３３３１」展

江戸ぐるり～神田明神を取り巻く
江戸～

外国からのごあいさつ 
―贈られた異国の美

企画展示「文楽の音」

暮らしのうつりかわり
―大正・昭和編―

―古写真に見る明治の東京―
芝区・麻布区・赤坂区編ＪＣＩＩフォトサロン

演芸資料展「萬歳・万才・漫才」

酒井抱一生誕２５０年 琳派芸術―光悦・宗達
から江戸琳派― 第２部「転生する美の世界」

実験 体験 建設のふしぎ !
「けんせつフェスタ２０１１」 

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

永年在職表彰元議員肖像画展１０衆議院憲政記念館

祝日は開館

２/１１は開館

月
祝日は開館

祝日は開館
月

1３５８１－１６５１無料

1３２６１－０３００無料

1３２１４－０６２１無料

月※・金

平日

ま

とつくに

しゃしん

■ 町保育園　楽しみサタデー「 町
ミニコンサート」
琴やピアノ演奏を親子で楽しみましょ

う。２月２６日(土)１０時～１１時３０分、就学前
の親子、三番町７1３２６１－７９６０、要予約
■四番町保育園｢大きくなったかな｣
保育園入園前のお子さんの身長･体

重を測ります。育児相談もあります。
２月２３日(水)９時３０分～１４時３０分、四番
町１１1３２３４－２２６９、要予約
■いずみこども園「いずみキッズ・子育
てほっとステーション」
こども園にあそびにきませんか。０

歳～５歳までの未就園児を対象に保育
室を開放します。２月９日･２３日いずれも
水曜１０時３０分～１１時４０分、神田和泉町
１1３８６６－９９３８

■一番町児童館「かわいくて、おいしい
チョコレートのお菓子をつくろう」
バレンタインデーも近いこの時期

に、かわいくて、おいしいチョコレー
トをつくってみませんか。
２月１２日(土)１４時～１６時、区内在住・
在学の小学1年生以上の児童２０名（申
込順）、参加費＝１００円、直接一番町児
童館(一番町１０1３２３０－０８６６)へ。
■神田児童館「フラワーアレンジメン
トでひなまつり」
今年のひなまつりは、親子でフラワ

ーアレンジはいかがですか。いつもと
はちょっと違うひなまつりを演出しま
せんか。
２月２６日(土)１０時３０分～１２時、区内
在学・在園の親子２０組（申込順）、参加
費＝１,５００円（お花代）、２月７日(月)から
電話または直接神田児童館（外神田
３－４－７1３２５３－６０２１）へ。

千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ(３０分程度)を行っています。
■千代田図書館　15211－4289
２月１７日(木)１１時～（乳幼児向け）／２月

１９日(土)１５時～(幼児以上向け）
■四番町図書館　13239－6357
２月２７日(日)１４時～（幼児以上向け）

移動式プラネタリウムで、２２０万個の
星座を圧倒的な迫力を感じながら、親
子で楽しく勉強できます。
３月１２日(土)１８時～２０時、昌平童夢館
４階体育館(外神田３－４－７)、区内在住･
在学･在園の幼児･小・中学生とその保
護者１２０名(抽選)、参加費＝５００円(３歳
以下は無料)、２月１５日(火)(消印有効)ま
でに往復ハガキ(７面参照)またはホーム
ページに参加者全員の必要事項と校・
園名を記入し千代田区少年少女指導者
協議会・西角(〒１０１－００６１三崎町２－
１５－１１ http://chiyodask.com)へ。
※原則、子どものみでの参加は不可。
家族の方と一緒にご参加ください。
千代田区少年少女指導者協議会・金刺

1０９０－８３０１－３７８６

親子で一緒に遊ぶ楽しさを体験する
とともに、親同志のグループワークで
日ごろの子育てについて考え、専門家
のアドバイスを受けます。親子とも動
きやすい服装でご参加ください。
３月２日(水)１０時～１２時、西神田児童セ
ンター（西神田２－６－２）、区内在住の２
歳～３歳児の親子２０組（申込順）、講師＝
井上京さん（臨床発達心理士）、２月７日
(月)９時から電話で児童・家庭支援セン
ター（1５２９８－２４２４）へ。

区は、発達障害等のお子さんが、療
育機関等で相談や療育を受けた場合に
かかる経費の一部を助成しています。
助成申請の受付は、６月･１０月･２月の

年３回です。今回は、平成２２年３月分
から平成２３年２月分までの相談・療育
経費の助成申請を受け付けています。
申請は２月中にお願いします。詳しく
は、お問い合わせください。
子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０
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▲伝統文化にふれる始業式（お茶の水小学校）

保育園・こども園

平成２２年度　児童館合同卓球大会
区立の児童館・児童センター

と、いずみこどもプラザ、富士見
わんぱくひろばの選手による合
同の卓球大会を、今年も開催しま
す。各施設の小学生の選手が、個
人戦（トーナメント戦）と団体戦
（リーグ戦）で、熱戦を繰り広げま
す。ぜひご覧ください。
詳しくは、各施設または西神田児

童センター(1５２１５－９０６２)へ。

２月１９日(土)１２時２０分～１６時、西　
神田児童センター体育室(西神田２－
６－２)

児童館

親子で楽しむプラネタリウム

3月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

2月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８

おはなし会 親育ち・ワークショップ
「子どもの育ちを見つめよう」

高齢者等の自宅へ「住宅用火災
警報器」を無料で設置する助成制
度は、３月末で終了します。まだ設
置していない方は、早めに申し込
んでください。
なお、障害者宅を対象にした助

成制度は、４月以降も引き続き実
施する予定です。
対象 ６５歳以上のひとり暮らし高
齢者または高齢者だけの世帯
助成内容 住宅用火災警報器を３
台まで無料で設置します。
問合せ 高齢介護課在宅支援係

1５２１１－４２２０
※障害者宅を対象にした制度につ
いては、生活福祉課障害者福祉係
（1５２１１－４２１４6３２６４－
０９２７）へお問い合わせください。

みんなと食事をしながら、楽し
い夕べの時間を過ごしませんか。
とき ３月４日(金)午後６時～８時
会場 障害者福祉センター「えみ
ふる」４階(神田駿河台２－５)
対象 区内在住で、一人暮らしま
たはいつもひとりで食事をしてい
る方(心の病のある方に限る)１０名
（申込順）
参加費 ２００円(家庭料理中心の献
立)
申込み 電話で健康推進課保健相
談主査（1５２１１－８１７５）へ。

火災警報器の設置助成
申請はお早めに

第３回夕食会

発達障害等相談・療育経費
費用助成の申請は２月中に

１５－１１ http://chiyodask.com)へ。
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岩本町ほほえみプラザで行われてい
る介護予防事業の取組みを発表しま
す。どなたでも参加できます。
２月２０日（日）１３時３０分～１６時、岩本町ほ

ほえみプラザ１階多目的ホール（岩本町
２－１５－３）、定員１００名（先着順）、内容＝
講演会「介護予防講座～戦後の世相と
流行歌その２」廣池利邦さん（群馬医
療福祉大学短期大学部教授）／発表会
（日ごろの介護予防事業の取組み成果
の発表）、当日直接会場へ。
岩本町ほほえみプラザ1５８２５－３４０７

第４期分の納期は２月２８日（月）までです
２月２８日（月）までに、金融機関、郵便

局、指定のコンビニエンスストア、都
税事務所で、昨年６月に送った納付書
により納めてください。ペイジーマー
クの付いている金融機関・郵便局のＡ
ＴＭ、インターネットバンキング、モ
バイルバンキングでも納付できます。
※納税には口座振替が便利です。申込
みは（都）主税局納税推進課口座振替係

（1５９１２－７５２０）へ。
千代田都税事務所　 1３２５２－７１４１

食品の輸入業務に必要な法律や制度
に関する新しい情報を、専門家が解説
します。輸入食品の適切な取扱いのた
めの知識と理解を深めましょう。
３月１日（火）１３時３０分～１６時３０分（１３時

開場）、内幸町ホール（内幸町１－５－１）、
区内で食品輸入業を営む方・食品輸入
業に興味のある方１４０名（先着順）、内
容＝①「米トレーサビリティ制度」伊福寛
さん（農林水産省東京農政事務所消費
流通課）②「輸入食品の安全性確保」吉
原尚喜さん（厚生労働省東京検疫所食
品監視課）③「食の安全・安心推進体制
づくり」木村哲子さん（都福祉保健局
食品監視課）、当日直接会場へ。
生活衛生課食品衛生担当

1５２１１－８１６９

昨年１２月１６日、日本赤十字社東京支
部から区に対して災害救援用テント２
張が配備されました。これは、同支部
が災害救援体制充実のため各自治体に
配備しているものです。今後、区の防
災訓練などで活用していきます。
区民生活課管理係　　1５２１１－４１８１

岩本町ほほえみプラザ
介護予防講演会・取組み発表会

固定資産税・都市計画税
（東京２３区内）

■千代田区不動産公売
住民税の滞納処分として差し押さえ

た不動産２物件を公売します。どなた
でも参加できます。
とき ２月２２日（火）１３時～１４時
会場 都庁第１本庁舎４階北側第１入札
室（新宿区西新宿２－８－１）
①売却区分番号・第Ｇ０１０４号
物件 長野県北佐久郡軽井沢町に所在
する土地（地目＝宅地・山林）・建物
（種類＝居宅）
千代田区分 見積価額２４０万円／公売
保証金２４万円
千代田都税事務所分 見積価額７２０万
円／公売保証金７２万円
※この物件は、千代田都税事務所との
一括換価による合同公売です。一括
換価は、千代田区分と都税事務所分
の両方に入札し、合わせて購入する
方法です。
②売却区分番号・第Ｇ０１０５号
物件 静岡県熱海市伊豆山字水立に所

在する土地（地目＝山林）
見積価額 ２８５万円
公売保証金 ２９万円
※当日は公売保証金のほか、ハンコ等
が必要です。
問合せ 税務課特別整理係

1５２１１－４１９４
■都主税局不動産公売
とき ２月１５日（火）・２２日（火）
詳しくは（都）主税局のホームページ

（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｘ.ｍｅｔｒｏ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ）をご
覧ください。
※２月２２日分は、前記の千代田区実施
分を含みます。
問合せ ２月１５日分＝（都）主税局機動整
理課公売係　 1５３８８－３０２７
２月２２日・都税事務所実施分＝（都）主
税局徴収指導課徴収指導係　

1５３８８－３０２４
２月２２日・区市町村実施分＝（都）主税
局個人都民税対策課支援係

1５３８８－３０３９

不動産の公売

国民年金のお知らせ
■スペイン、アイルランドと日本の年
金制度で二重加入が解消
昨年１２月に、日本とスペイン間、

日本とアイルランド間の社会保障
協定が発効したことで、年金保険
料の二重払いなどの問題が解消さ
れました。これにより、派遣期間
が５年以内の一時派遣被用者は、
原則として派遣元国の年金制度に
のみ加入すればよいことになりま
した。また、両国での保険期間を
通算してそれぞれの国における年
金受給権を確立できるようになり
ました。
日本は平成２２年１２月現在、ドイ

ツ・イギリス・韓国・アメリカ･ベル
ギー・フランス・カナダ・オランダ・
オーストラリア・チェコ・スペイン・
アイルランドの合計１２か国と社会
保障協定を結んでいます（協定の内
容は各国によって異なります）。
社会保障協定の適用を受けるに

は申請が必要です。詳しくは、お
問い合わせください。

■口座振替による納付で保険料が
割引に
国民年金には、1年度分・半年分

の保険料をまとめて払うことがで
きる「前納制度」がありますが、
納付方法を口座振替にするとさら
に保険料が割り引かれます。また、
通常その月の国民年金保険料は翌
月の末日に指定口座から引き落と
されますが、当月末に納付するこ
とで月々の保険料が割引になる
「早割制度」もあります。
口座振替による前納または４月

からの早割制度を希望する場合は、
２月末日までに所定の「口座振替
申出書」に必要事項を記入・押印
（金融機関の届出印）し、金融機関
の窓口または年金事務所に提出し
てください。
なお、クレジットカード払いに

も割引があります。詳しくはお問
い合わせください。

―いずれも―
問合せ 千代田年金事務所

1３２６５－４３８１

輸入業者向け食品衛生講習会

日本赤十字社から
災害救援用テントの配備

都営住宅の入居者募集

千代田区・　町・丸の内の区内３
歯科医師会の主催で公開講座を行い
ます。
■第１回区民公開講座
とき ２月２６日（土）１４時４５分～（１４時
３０分開演）
会場 いきいきプラザ一番町地下１
階カスケードホール（一番町１２）
定員 １６０名（申込順）
内容・講師 「明日もきれい、１０年後
もきれい」宝田恭子さん（宝田歯科
医院院長＝写真左）／「健康長寿の
ための口腔

こ う く う

養生法～生涯通じてお

いしく、楽しく、安全な食生活を送
るために」植田耕一郎さん（日本大
学歯学部教授＝写真右）
申込み 電話またはファクシミリ
（７面参照）で丸の内歯科医師会区
民公開講座係へ。
■第２回区民公開講座
当日直接会場へ。

とき ３月１４日（月）１２時～（１１時３０分開
場）
会場 区民ホール（区役所１階）
定員 ５０名（先着順）
内容・講師 「上手に食べて長生き
しよう～命を守る口腔ケア～」古
賀登志子さん（歯科衛生士）

―いずれも―
問合せ 丸の内歯科医師会区民公開
講座係　　　　 1３２８７－２８８８

（平日１０時３０分～１７時３０分）
6３２８７－２８７９

区民公開講座 食べることは生きること

☆2月11日（祝）「建国記念の日」もごみ収集・資源回収を行います。当日の朝、８時までに出してください。 問合せ　千代田清掃事務所13251－0566☆

募集内容 ①ポイント方式（家族向けの
み）②単身者向・単身者用車いす使用
者向・シルバーピア（単身者向・二人
世帯向）③事業再建者向定期使用住
宅
※①の「ポイント方式」は、書類審査お
よび実態調査で住宅困窮度の高い世
帯から募集戸数分を登録し、あっせ
んする方式です。③の「事業再建者
向定期使用住宅」は、都営住宅の入
居資格のほかに、事業の破たんで自
己の所有する住宅を失った方で、民
事再生法による再生計画の認可決定
を受け、都内で事業を行っている中
小企業の経営者向けの住宅です。
申込条件 都内に引き続き３年以上居
住し、基準範囲内の所得で、現に住
宅に困っていること。
※このほかにも都営住宅入居資格があ
ります。詳しくは、募集案内をご覧

ください。
申込書の配布 ２月１０日（木）まで都庁・
東京都住宅供給公社募集センター
（渋谷区神宮前５－５３－６７）・各窓口セ
ンターや区の出張所・情報コーナー
（区役所２階）・まちづくり総務課（区役
所５階）で配布します（出張所・まちづ
くり総務課は土・日／情報コーナーは
日曜を除く）。
※申込書は、２月１０日（木）１８時まで住宅供
給公社のホームページ（ｈｔｔｐ：//
ｗｗｗ.ｔｏ-ｋｏｕｓｙａ.ｏｒ.ｊｐ）からもダウン
ロードできます。
申込み ２月１５日（火）（必着）までに、①③
は募集センターに、②は渋谷郵便局
に到着したものに限り受け付けま
す。
問合せ 東京都住宅供給公社募集セン
ター都営募集課

1３４９８－８８９４（土・日を除く）

ストレス社会といわれる現代、うつ
病等の心の病で苦しんでいる人が増え
ています。心の病に関心のある方は、
気軽にご参加ください。
２月２６日（土）１４時～１６時、千代田保

健所３階多目的ホール（九段北１－２－
１４）、定員５０名（先着順）、内容＝「う
つ病の予防について」真金薫子さん
（三楽病院精神神経科部長）、当日直接
会場へ。
健康推進課保健予防係1５２１１－８１７５

ＮＰＯ法人日本ＦＰ協会東京支部
は、住宅ローンや生命保険、教育資金
や資産形成など、お金に関する不安や
悩みの解決法をお話しする無料セミナ
ーを開催します。
２月２６日（土）１１時３０分（１１時受付開始）

～１６時２０分、定員＝各回５０名程度（先
着順）、当日直接会場へ。
※５教室で５０分のセミナーを５回、合計
２５セミナーを連続開催します。テー
マなど詳しくは、同支部のホームペ
ージをご覧ください。
■小学生のためのお金教室（予約制）
「お手伝いコーナー」や「ハプニング
コーナー」などをまわり、お金の収支
を記録しながら遊ぶゲームで、お金の
大切さや使い方を学びます。
２月２６日（土）１２時３０分～／１４時３０分
～（５０分程度）、小学生各回３０名（申込
順）、電話または同支部のホームペー
ジへ。

―いずれも―
上智大学四谷キャンパス１１号館（紀

尾井町７－１）
ＮＰＯ法人日本ＦＰ協会東京支部

1３２９２－６６２０
http://www.jafp.or.jp/shibu/tokyo/

精神保健講演会

東京ＦＰ祭り



尿失禁予防・ケア講演会
いきいきリーダーは、区の介護予防

活動を行う区民ボランティアです。定
期的に研修会を行い、活動に参加する
人材を育成しています。今回は、女性
限定の講演会で尿失禁を学び、介護予
防活動にいかしていきます。
２月２５日（金）１３時３０分～１５時３０分、
区民ホール（区役所１階）、女性５０名（申
込順）、内容＝「セルフケアでお悩み解
決～女性のための尿もれ予防体操」、講
師＝中田晴美さん（東京女子医科大学
講師）、前日までに電話で高齢介護課介
護予防係（1５２１１－４２２２）へ。

ＮＰＯを立ち上げて活動してみたい
が、具体的な方法が分からないという
方に、ＮＰＯ法人をつくるために必要
なことやメリット・デメリットなど、ＮＰ
Ｏについてわかりやすく解説します。ま
た、３月には具体的な書類作成を学ぶ
実践編を予定しています。
２月２２日（火）１８時３０分～２０時３０分、ち

よだボランティアセンター（西神田１－
３－４西神田庁舎内）、定員５０名(申込
順)、講師＝坂本文武さん（非営利経営
修士号取得者）、参加費＝５００円、２月
１８日（金）までに電話・ファクシミリまた
はＥメール（記入例参照）でちよだボ
ランティアセンター（1５２８２－３７１６6
５２８２－３７１８ ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ＠ｃｈｉｙｏｄａ-
ｃｏｓｗ.ｏｒ.ｊｐ）へ。

３月５日（土）１０時～１３時３０分(雨天決行)、
いきいきプラザ一番町地下１階カスケ
ードホール（一番町１２）、区内在住・在
勤・在学の個人またはグループ約３０店
舗（抽選・１グループ１店舗）、出店料＝

８００円、出店スペース＝１店舗約４m２

（約２ｍ×２ｍ）、２月１９日（土）（必着）までに
ハガキ（記入例参照）に日中の連絡先・
主な出品物・｢３/５開催フリマ出店希
望」と記入しちよだ環境ボランティア・
窪田（〒１０１－００５４神田錦町１－１２1

３２９５－６４８０）へ。
※複数ブースを使っての出店を希望す
る方は「複数希望(希望ブース数)」
と記入してください。ただし、ご希
望にそえないこともあります。
※営利目的の出店は不可。

子どもから大人まで楽しめる柔らか
いフリスビーを使ったドッヂビーや、
腹式呼吸で健康増進に効果のあるスポ
ーツ吹矢、精神集中に最適なダーツ、
ディスクをキューで滑らせ得点を競う
シャフルボード＝写真＝を行います。
２月１８日・２５日・３月４日のいずれも金

曜（全３回）１８時３０分～２０時３０分、スポ
ーツセンター３階主競技場（内神田２－
１－８）、区内在住・在勤者４０名（申込順）、
参加費＝６００円、２月１６日（水）までにファ
クシミリまたはＥメール（記入例参照）で
文化スポーツ課スポーツ振興係（1

５２１１－３６２７6３２６４－７９８９ ○
ｂｕｎｋａｓｕｐｏｔｓｕ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ）
へ。

３月１３日（日）９時～１６時、花小金井運
動施設（小平市花小金井南町３－２－７）、
区内在住・在勤・在学者および千代田
区軟式野球連盟加盟チームの登録者
１００名（申込順）、２月２８日（月）までに電話
またはＥメールで千代田区軟式野球
連盟・八十田

や そ だ

（1０９０－４０６３－８６２２
ｙａｓｏｄａ-２４１８＠ｄｏｃｏｍｏ.ｎｅ.ｊp）へ。
※講習会受講申込書を千代田区軟式野
球連盟のホームページ（ｈｔｔｐ：//
ｗｗｗ.ｎａｖｅｎｃｈｉ.ｃｏｍ）からダウンロ
ードし、当日お持ちください。

区役所の代表電話　3264ー2111（7）No. 1297 23.2.5

ニュ－スポーツ講習会

テレビ放送のデジタル化により、テ
レビ番組の楽しみ方は、ワンセグ、デ
ータ放送、インターネットと広がって
きました。人気番組を放送するだけで
なく、新しい情報を発信することで、
視聴者にどのようにテレビを楽しんで
もらえるか。現在進行形のテレビの変

化と未来について、テレビ朝日の社員
がわかりやすくお話しします。
とき ３月２４日（木）１９時～２１時
会場 九段生涯学習館（九段南１－５－
１０）

対象 １５歳以上の方１００名(申込順)
※高校生の参加は保護者の同伴が必要
講師 藤本幸子さん（テレビ朝日コン
テンツビジネス局戦略担当副部長）
ほか
参加費 ４００円（区内在住者・すぽすた
ちよだ会員は３００円）
申込み ２月７日（月）１０時から３月１４日（月）
１７時までに電話またはホームページ
で九段生涯学習館（1３２３４－２８４１
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋｕｄａｎ-ｌｌ〈エルエ

ル〉.ｉｎｆｏ）へ。

軟式野球連盟審判技術講習会

いきいきリーダー研修会

日本各地から集まったアーティスト
たちが千代田区に滞在し、アーツ千代
田３３３１で作品を制作・展示します。関
連イベントも行いますので、ぜひご参
加ください。
■オープンアトリエ
作品の制作過程を見学できます。

とき ２月２８日（月）まで
■作品展
とき ２月２５日（金）～３月１３日（日）

※いずれも１２時～１９時（金・土曜２０時ま
で・火曜休場）

■関連イベント
①ワークショップ（下図表参照）
②シンポジウム「AIR３３３１の可能性」
展示作品のプレゼンテーションとア

ーティストが滞在中に感じた「AIR
３３３１」の可能性を語り合います。
２月２６日（土）１４時～１７時、定員５０名

（申込順）、パネラー＝レジデンス・アー
ティスト４名／中村政人さん（アーツ

千代田３３３１統括ディレクター）
申込み ファクシミリまたはＥメール
（記入例参照）に参加人数を記入しア
ーツ千代田３３３１（外神田６―１１―１４旧
練成中学校1６８０３－２４４１6６８０３－
２４４２ ｉｎｆｏ＠３３３１.ｊｐ）へ。
※同時開催で海外アーティストのワー
クショップや展示もあります。詳し
くは、アーツ千代田３３３１のホームペ
ージ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.３３３１.ｊｐ）をご覧く
ださい。

―いずれも―
会場 アーツ千代田３３３１・１階

九段ＬＬカフェ トーク＆ディスカッション　

テレビ局社員が語る「デジタル革命でテレビはこう変わる」

ＡＩＲ３３３１展 ―アーティスト・イン・レジデンス―

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

ビデオ広報わがまち千代田No.３４５
は、２月１４日(月)から区役所２階や出張
所等の区立施設、区のホームページ
でご覧いただけます。
▼主な番組内容
・平成２２年度千代田区帰宅困難者避
難訓練＝写真
・平成２３年千代田区成人の日のつ
どい
・第１０回神田小川町雪だるまフェア
■ケーブルテレビ
東京ケーブルネットワーク（TCN・
地デジ１１チャンネル／アナログ５チ
ャンネル）で毎日６回（※）１５分間放映
しています。週替わりで最新作と過
去に制作した作品をお送りしていま

す。最新号No.３４５は２月１４日（月）～２０
日（日）に放映します。
※開局地域で、ケーブルテレビに加
入している方がご覧になれます。
問合せ 広報広聴課 1５２１１－４１７４

http://www.city.chiyoda.lg.jp

ビデオ広報「わがまち千代田」No.３４５

※６時３０分・９時・１２時３０分・１６時３０分・１９時・２１時３０分（毎月1日のみ６時３０分・９時・１８時）

すっきり ポイント解説　
ＮＰＯ入門講座

フリーマーケット出店者を募集

現在開催中の展示「戦前の出版検閲
を語る資料展―浮かび上がる検閲の実
態」（３月２６日（土）まで開催）に関連して、
講演会を開催します。
戦前期の内務省による出版検閲で発

売頒布禁止や削除などの行政処分を受

けた図書（発禁本）は、現在どこにある
のでしょうか。発禁本の類型をつかん
だ上で、日本国内のみならずアメリカ
に渡った検閲図書の所在についてお話
しします。当日直接会場へ。
２月１８日（金）１９時～２０時３０分、千代

田図書館特設イベントスペース（区役
所９階）、定員４０名（先着順）、講師＝大
滝則忠さん（元国立国会図書館副館長）
※２月２６日（土）～２８日（月）は休館のため資
料展はご覧になれません。
千代田図書館 1５２１１－４２８９

千代田図書館　講演会
「戦前期の発禁本のゆくえ」

と　き テーマ アーティスト（在住地） 定員（申込順）持ち物等

２月１１日（祝）１３時～１５時 物語を着る 久野志乃（北海道） 高校生以上１２名

小学校高学年以上２０名

１５名

申込み不要

思い出のある自分の服とそのエピソ
ードを２００～４００字で。

作品の一部に使用する日用品。作業
のできる服装で。

好きな音が出る物（ギター・小石・釣
ざおなど）を数点。

テーマを選び、小人の想像図（名前、
性格、特徴など）を描く。

宮田君平（福岡）

吉濱翔（沖縄）

東野哲史（東京）

小さな音を体験し
発表しよう

３３３１の小人図鑑

WORLD MAP
（ワールドマップ）２月２０日（日）１３時～１５時

２月２５日（金）１５時～１７時
　　（発表は１９時～）

２月２０日（日）まで随時

▼ワークショップ日程等（敬称略）

つくばエクスプレス秋葉原駅構内



「龍馬伝」など幕末史が注目される
中、幕府にも時代を担った優れた幕臣
が多数いました。影で活躍をしていた
幕臣たちの実態にスポットを当てなが
ら、小説の中に描かれた幕臣たちを紹
介します。
とき・内容等
①２月２２日「幕
臣たちの外
交力」越智
道雄さん（明
治大学名誉
教授）
②３月８日「旗本
夫人からみ
た江戸」深
沢秋男さん

（昭和女子大学名誉教授）
③３月２２日「龍馬、海舟を動かした男～
大久保一翁」古川愛哲さん（作家）
④３月２９日「文学の中に描かれた『幕臣
と志士たち』」新井巖さん（わがまち
人物館館長）
※いずれも火曜（全４回）１９時～（１時３０
分程度）
会場 グランドアーク半蔵門（隼町１－
１）
定員 ４５名（申込順）
参加費 ２,０００円（全４回分）
申込み ２月１５日（火）（必着）までに往復
ハガキ（７面参照）で番町まちづくり
文学館・新井（〒１０２－００８４二番町１－
２－６１０1３２６２－５４１１）へ。

働きながら社会貢献を始めてみる―自
分の力を活

い

かす方法―
「あなたにできる社会貢献」をテー

マに、ＮＧＯ団体「Ｒｏｏｍ
ル ー ム

ｔｏ
ト ウ

Ｒｅａｄ
リ ー ド

」で活
動中の直江智子さんと原珠美さんをゲ
ストに迎え、実際の活動についての話
や自分の力を活かす方法、プライベート
と両立する方法などを伺います。企画・
進行は、MIW運営協議会が行います。
※同NGO団体は、途上国での学校・
図書館の建設や女子教育プログラム
等の実施など、子どもたちに教育を
提供する活動を行っています。

３月３日(木)１９時～２０時３０分、男女共
同参画センターＭＩＷ交流サロン（区役
所１０階）、定員３０名（申込順）、電話・フ
ァクシミリまたはEメール（７面参
照）でＭＩＷ（1５２１１－８８４５6５２１１－
８８４６　ｍｉｗ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｔｏｋｙｏ.
jｐ）へ。
※託児サービス（有料・２週間前までに
要予約）あり。

毎年恒例の樋口一葉生誕の地で行わ
れる公演に、区内在住・在勤者を無料
招待します。今回は、語り芝居「にごり
え」を、戦後の芸能界を生き、ドラマ
「事件記者」「西部警察」で有名な高城
淳一さんの演出でお楽しみください。
①３月２４日（木）1４時～②２５日（金）１４時～

③２５日（金）１８時～（開場は３０分前から）、
内幸町ホール、無料招待枠＝区内在
住・在勤者各回５組１０名（抽選）、出演＝
平田京子さん（俳優）・桑原美帆さん
（同）・笈川勉さん（同）、２月２５日（金）（必
着）までに往復ハガキまたはＥメール
（７面参照）に希望日時を記入し内幸町
ホール（〒１００－００１１内幸町1－５－１1
３５００－５５７８ ｕｃｈｉｓａｉｗａｉ＠ｃ-liｎｋａｇｅ.
ｃｏ.ｊｐ）へ。

No. 1297 23.2.5（8）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

情報交流会・ＭＩＷ
ミ ュ ウ

千夜一夜

連続講演会 知られざる幕臣たちの千代田

昭和２０年３月１０日未明の大空襲で一
夜にして１０万人ともいわれる尊い命が
失われました。この日を忘れることな
く、世界の恒久平和を願い、展示会と
平和コンサート、映画鑑賞会を開催し
ます。当日直接会場へ。
■東京大空襲資料写真パネル展・戦時
下の資料展
昭和２０年当時の航空写真、空襲直後

の千代田区のまち並み・風景等数十点
の写真・資料を展示します。
とき ３月４日（金）～１０日（木）９時～２０時
（土･日は１７時まで）
■平和コンサート

とき ３月１０日（木）１８時３０分～２０時
定員 ８０名（先着順）
演奏 フルートカルテット・ＭＩｎＫＵ（ミン
ク）＝写真上

―いずれも―
会場 区民ホール（区役所１階）
■平和映画鑑賞会「父親たちの星条旗」
とき ３月８日（火）１８時３０分～２０時
会場 いきいきプラザ一番町地下１階
カスケードホール（一番町１２）
定員 １２０名（先着順）

―いずれも―
問合せ 国際平和・男女平等人権課

1５２１１－４１６５

「ちよだ今昔写真展」を、東京大空襲
資料写真パネル展と同時開催します。
問合せ 広報広聴課　 1５２１１－４１７４

平和への祈りをこめて
展示会・コンサート・映画鑑賞会を開催

影
山
佐
和
子
さ
ん（
区
内
在
住
／
大

学
生
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
事
実
を
目
の
当

た
り
に
し
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
を
知
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
理
由
に
は
な
ら

ず
、
い
ま
だ
に
枯
葉
剤
な
ど
に
よ

る
影
響
は
色
濃
く
残
り
、
戦
争
は

昔
の
こ
と
と
い
う
意
識
は
恥
ず
か

し
い
思
い

が
し
ま
し

た
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム

人
の
「
許

す
文
化
」

と
い
う
言

葉
は
と
て

も
立
派
だ

と
思
い
ま

し
た
。

佐
藤
葉
留
乃
さ
ん（
区
内
在
学
／

高
校
生
）

ち
よ
だ
地
球
市

民
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
学
ん
だ
こ
と

や
自
分
で
実
際
に
見
た
こ
と
を
、

将
来
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
役
立

て
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。
お
互
い
の
言
語
が
違
っ

て
い
て
も
通
じ
あ
え
た
り
、
日
本

と
の
衛
生
面
や
物
価
の
違
い
に
戸

惑
っ
た
り
、
教
科
書
に
は
無
い
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
事
実
を
知
っ
た
り
、

実
際
に
現
地
で
体
験
し
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

秋
山
飛
鳥
さ
ん（
区
内
在
学
／
高

校
生
）

ち
よ
だ
地
球
市

民
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
自
分
の
中
で
納
得
の
い
か
な

い
点
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
今

回
経
験
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

納
得
で
き
る
ま
で
調
べ
、
し
っ
か

り
と
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
貴
重
な
体
験
を
、

少
し
で
も
将
来
に
い
か
せ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

色濃く残るベトナム戦争の影響

矢
口
愛
沙
さ
ん（
区
内
在
住
／
高
校
生
）

ベ
ト
ナ
ム
へ
行
き
、

日
本
と
異
な
る
生
活
や

文
化
に
触
れ
た
こ
と
は
、

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、
自
ら
現

地
へ
足
を
運
ん
で
は
じ
め
て
関か
か

わ
る
こ

と
な
ど
、
貴
重
な
体
験
が
で
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
学
び
、
感
じ
た
こ
と
は
自

分
の
中
に
一
生
と
ど
ま
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
得
て
き
た
体
験
を
無
駄
に
せ

ず
、
将
来
に
い
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
下
絵
未
さ
ん（
区
内
在
学
／
高
校
生
）

私
の
ち
よ
だ
地
球
市

民
ツ
ア
ー
は
、
ツ
ア
ー

に
応
募
す
る
と
い
う
第

一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
小
さ

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
と
出
会
え
、
色
々
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
大
き
な

糧
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
ツ
ア

ー
で
得
た
こ
と
を
い
か
せ
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
彩
乃
さ
ん
（
区
内
在
学
／
高
校
生
）

私
が
、
ち
よ
だ
地
球

市
民
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
理
由
は
、
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
の
違
い
を
知
り
、
16
年
間
住
ん

で
い
る
日
本
が
ど
の
よ
う
な
国
か
知
り

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
実
際
に
、
現
地

で
文
化
や
習
慣
・
歴
史
に
ふ
れ
、
日
本

が
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い

る
環
境
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア

ー
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
の
進
路
に

役
立
つ
よ
う
、
色
々
な
こ

と
に
目
を
向
け
て
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

小
川
琴
未
さ
ん（
区
内
在

学
／
高
校
生
）

学
校
で
習
っ
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
り
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
現
地
で
、
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
、
ベ
ト

ナ
ム
の
方
が
日
本
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
か
な
ど
、
色
々
な
話
が

聞
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
方
と
の
交

流
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
の
な

い
方
と
の
交
流
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

山
下
真
波
さ
ん（
区
内
在
住
／
大
学
生
）

私
は
ち
よ
だ
地
球
市

民
ツ
ア
ー
で
「
知
る
こ

と
の
大
切
さ
」を
学
び
ま

し
た
。
１
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
今
後
も

自
分
な
り
に
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

し
た
。
ま
た
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

る
方
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
が
暮

ら
す
恵
ま
れ
た
日
本
と
い
う
国
に
つ
い

て
も
知
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

現地で異なる生活や文化に触れる

樋口一葉誕生日公演
語り芝居「にごりえ」に招待

⑦市場の様子（バンメトート市）

⑧サイゴン大教会（ホーチミン市）

⑨クチトンネルの戦時中の遺構（クチ）

港区立港郷土資料館C

▲江戸城明け渡しの影の
功労者・大久保一翁


